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SCHORL （スコ一ル）ノ鉄電気石 

NaFe3AI6(B03)3Si6013(OH)4 
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鉄分を多く含有するた 

め黒色をしているが、 

非常に薄い切片では濃 

い青緑色に見えること 

もある。 

鉄電気石は、ほかの 

電気石と同様、ホウ 

素を含むケイ酸塩鉱 

物のひとつ。 

主に、マグマが冷えてできた 

花闇岩ペグマタイトや変成岩 

などから産出する。 

てつ でん き せき 

鉄電気石 
電気石グルーブのなかで、もっ 

とも産出量が多く、世界中で見 

られる。 

パキスタンで採れた、 

曹長石と石英が共生 

している鉄電気石の 

結晶。 

黒色の程状結冨で、結晶面には縦方 

向の条線が見える。また、針状結晶 

が放射状に集まっている場合もある。 



ケイ酸塩鉱物 
~~】細“k 、こ二‘え’'~＆ーi 

トブラジルのサンタフ口ー 

ラの鉱山で採れた鉄電 

気石の結晶。 
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ホウ素の鉱石 

ホウ素の重要な鉱石である鉄電気石。ホウ素は、単体で使 

用されることは少ないが、化合物であるホウ砂やホウ酸が日 

常的に利用されている。たとえば、ホウ砂は滑毒罰ゃ洗茅罰、 

水質軟化剤のほか、肥料や耐熱ガラスなどの原料に、ホウ酸 

は目の洗浄剤、うがい薬、鼻用のスプレーといった医薬品や、 

ゴキブリ駆際に効果を発揮するホウ酸団子に加え、論鉄を硬 

くしたり、原子炉の制御棒をつくるために用いられるなど、 

その用途は幅広い。しかし、ホウ素を取り出すことを目的と 

した鉄電気石の採掘は、採算が合うかどうかによって決まる。 

主な産地 
ノルウェー冒月 

J福島県石川町から多 

く産出。その他、苗 

》築藁革府市ゃ製野県 

川上村でも見つかっ 

しにうでんせ二‘ 

焦電性 

電気石には、摩擦したり熱すると電気を生じる 

性質（焦電性）があり、電気石でこすった布には、 

ほこりが吸着する。電気石のなかで、もっとも多 

く産出する鉄電気石は、比較的安価のため、この 

性質を利用して、衣服のほこりとりなどにも使用 

されている。 

アメリ力 些 

▲イタリア産の鉄電気石。 


